
羽村民報原稿　０７年５月１４日
＜目的＞
・新議員団のあいさつをきちんとする。
 ・決意新たにとりくんでいくことを伝える
。
 ・公約を実現するためにどう頑張るのか、
を伝える。
・さっそく、これ実現しました・・という
のがあれば格好いいのだが・・。
・期待の声・・誰？
・簡単な議会の告知・すでにやったこと伝
える。
・２０日の宣伝行動の告知・・こんなこと
頑張ってやります。ご参加ください。
・中央よびかけの署名とりくみます・・ご
協力をお願いします。

＜見出し＞
日本共産党羽村市議団
３人力あわせ、みなさんの声を市政にとど
けるため頑張ります

＜リード＞
　日本共産党羽村市議団は、改選後の新し
い活動をスタートさせました。３名の議員
に抱負を聞きました。
＜３人のご挨拶＞
市川英子　議員
三人で力を合わせ「日本共産党市議団」だ
からできる活動へレッツゴー！！
　憲法改悪・格差社会・医療や介護の後退
など、国民の「命」が軽く扱われる政治は
「もうゴメン」という、市民の声が多く寄
せられた選挙でした。憲法で保障されてい
るように、一人一人が大事にされる市政を
つくるため、三人の力が四人、五人分の力
になるよう働きます。
　また、日本共産党の市議団だからできる
こと、「条例提案」「予算の修正」「対国
・都・市との交渉」「市民との連携で要求
実現の運動」など積極的で具体的活動をお
こないます。
　さらに、毎月一回の無料法律相談（弁護
士による）、医療・生活・労働相談にとり
くみます。どんなことでもお気軽にご相談
ください。

中原まさゆき　議員
羽村市議選でしめされた市民の声を参議院
選挙につなげるため頑張ります
羽村市議選でしめされた市民の声を参議院
選挙につなげるため頑張ります

鈴木たくや　議員
市民のみなさんの期待にこたえられるよう
若さいかして頑張ります
　「まさか」と私自身びっくりしましたが
、第一位での当選をはたすことができまし
た。経験も何もない私に対して、多くの市
民みなさんが「行動力」を期待してのこと
だろうと理解しています。
　「期待はずれ」と言われないよう、若さ
をいかして、公約を実現するため頑張る決
意です。
　選挙が終わりまして、さっそくさまざま
なご要望をいただきました。「公園の樹木
が茂り、テレビが見えない」、「お金がた
いへんで医療費を減免できないか」などで
す。市へ要望をおこなったり、制度を調べ
たり、忙しい日々が始まっています。ご要
望をどんどんお届けいただき、ぜひさまざ
ま勉強をさせていただきたいと思います。
また、率直なご意見もぜひお寄せください
。よろしくお願いいたします。

＜囲み＞
羽村市の新しい議会は５月１８日に臨時議
会をおこない役職の決定をおこないます。
６月にはさっそく定例議会が始まります。
議会でとりあげて欲しいご要望などぜひ日
本共産党市議団までお寄せください。

＜囲み２＞
平和を守れ
暮らしを守れ
とりくみます
・５月２０日（日）午前１１時より羽村駅
東口で「〇〇〇」の宣伝行動をおこないま
す。
・日本共産党は全国で「〇〇〇」の署名活
動をはじめました。
・・・みなさんのご協力よろしくお願いい
たします。

日本共産党

羽村市議団

６月議会が始まります（6/11～/29）

市民のみなさんの声を市政に届けます
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①私立幼稚園児保護者助成金の増額を

　「幼稚園の利用料が高すぎる」との声にこたえ、市の補助金増額を求めます。

②学童保育の待機児解消を

　年々増えている学童保育に入れない子どもをなくす対策を求めます。

③西多摩衛生組合への小金井市のごみ搬入問題と大気・土壌調査について

　ごみ搬入についての市民の疑問・不安にこたえる対策を求めます。

④「はむらん」バスを双葉町３丁目にも

　「はむらん」が通っていない双葉町３丁目にコースを伸ばすことを求めます。

①学校給食をよりよくしていくために

　「食育」の時代には、学校給食の果たす役割は大きいものがあります。今回は、

市の基本的な考え方を明らかにし、老朽化している給食センターの問題もとりあげ

ながら、自校方式などおいしく・安全・地域とともに支える給食の実現を求めます。

②生活保護を市民本位のものに

　生活が大変な方にたいしても、なかなか生活保護を認めない、という行政の対応

が大きな社会問題になっています。また、生活保護への様々な加算金の廃止もすす

んでいます。市の窓口対応などにも触れながら市民本位の制度になるよう求めます。

①市民の手による里山保全事業を

 品川区では山梨県早川町の里山を無償で借りうけ、区民主導による里山保全事業

をすすめています。羽村市としても、姉妹都市を結んでいる北杜市と協議をし、こ

のような事業をすすめてはどうかと提案し、実現を求めます。

②若い人々の健康対策を

　若年労働者の約半数は不安定雇用といわれており、不規則な生活で健康を害する

人も増えていると報じられています。市として、若年労働者の実態調査をすること

を提案し、無料基本健康診査を１６歳から３９歳にもおこなうよう求めます。

とりく
みます

選挙後はじめての定例議会がいよいよスタートします。日本共産党３名の議員団は、市民の声を市政にとどけるため、全力でがんばります。

多くのみなさんの傍聴をお待ちしています

ご協力よろしくお願いいたします。

日本共産党羽村市委員会は見解を発表しました。
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●６月11日(月)

　午前10時～ 本会議(初日)

●12日(火)

　午前10時～ 本会議 

●13日(水)

　午前10時～ 本会議

●21日(木)

　午前10時～総務委員会

　午後1時半～厚生委員会

●29日(金)

　午前10時～本会議（最終日)

６月議会の日程

議員

議員

議員

市役所
５階です

一般質問６番目(11日午後４時ごろから）

一般質問14番目(13日午前11時ごろから）

一般質問15番目(13日午後１時ごろから）

 １、市民の手による里山保全事業を

 品川区では山梨県早川町の里山を無償で借り

受け区民主導による里山保全事業をすすめる

ことになった。

 羽村市としても、姉妹都市を結んでいる北杜

市と協議をし、このような事業をすすめては

どうか。

２、若い人々の健康対策を

（１）若年労働者の約半数は不安定雇用といわ

れており、不規則な生活で健康を害する人も

　　増えていると報じられている。市として、

若年労働者の実態調査をしてはどうか。

（２）基本健康診査を１６歳から３９歳まで拡

大する考えはないか。

 １、　学校給食について                                                             

１、大人の社会構造の変化（格差社会・母子家庭の増加・

少子化等）が子どもたちの「食」  

に大きく影響を及ぼしています。大人を含めた「すべての

国民」の食生活や考え方にまで及  

ぶ取り組みをしようと成立した法律が「食育基本法」です。

そのような社会の変化の中で学  

校給食の役割はますます大きくなっていると考えます。学

校給食の役割をどのようにとらえ  

ているか伺います。                                                                  

２、「給食センターの老朽化に伴い、今後の給食の方向性・

あり方を市民の皆さんと考えて  

いく」と説明されてます。具体的にはどのようになってい

くのか伺います。                

３、子どもたちにとって良い学校給食とは、安全・安定・

栄養価に優れた・おいしい・地域  

とともに支える・教育としての学校給食等が考えられます。

それらを実現するには直営の自  

校方式が最良と考えますが、市の考えを伺います。                                      

２、生活保護について                                                                

１　生活保護法第７条は申請保護の原則として要保護者等

の申請にもとづき保護の開始をす  

るとなっている。市民から「申請したい」との訴えがあっ

た場合、法に基づいて適切に対応  

しているか。また、よく言われている水際作戦は羽村市の

場合はどうか。                  

　２　去年から全廃された老齢加算と今年から廃止予定の

母子加算について市単独事業とし  

て復活してはどうか。                                                                

　　また、交通災害共済掛と上・下水道使用料の助成金も

復活してはどうか。              

　　さらに、就労指導を受けて就職活動をする場合の公共

交通費と昼食費の一部補助の支給  

をしてはどうか。                                                                    

　３　担当職員やケースワーカーの教育制度はどのように

なっているか。                  

　４　来所・電話等の相談記録はどういう場合残すのか。                                

  ５　生活保護担当の職員の人数は法的にはぎりぎり守ら

れているが、社会情勢の変化、（市

民生活が苦しくなっている）の中で職員の負担が大きいと

市長は考えないか。              

■市民から５件の陳

情がだされています

①「駐留軍関係離職者等臨時

措置法」の延長に関する陳情

②羽村富士見霊園墓地拡張部

分の一般公募についての陳情

③西多摩衛生組合の小金井市

のごみ受け入れに関する陳情

④西多摩衛生組合の小金井市

のごみ受け入れに関する説明

を求める陳情

⑤西多摩衛生組合の操業状況

を日常的に公表することを求

める陳情

①は総務委員会で、②～④は

厚生委員会で審議されます。

総務委員会では中原議員、厚

生委員会では鈴木議員が審査

をおこなう予定です。


